
（長崎県周術期口腔機能管理リーフレット）平成２８年度作成

口が渇く

味が
しない

～歯科医院で行う口腔ケア～
周術期口腔機能管理

口は「生きる」ための入り口がん治療中の口のトラブル

口の粘膜や肺炎・手術後傷口の感染

がん治療前後の紹介・ケアの流れ

がん基幹病院

担当医師より
歯科医院へ紹介

かかりつけ歯科医院で
メインテナンス・口腔ケア
（周術期口腔機能管理）

必ず治療計画書を持って
歯科医院を受診

歯科医院受診
返書（郵送可）

がんの治療では口の中にさまざま
なトラブルがあらわれます。痛みだ
けでなく、食事や会話をさまたげ、
時にこのトラブルが原因で入院が長
引いたり、がんの治療自体に影響が
出ることがあります。がんの治療に
よって、さまざまな身体の変化が起
き、抵抗力が落ちた状態でさらに食
事がきちんと取れない
と、体力も落ちてがん
と闘う力が失われてし
まいます。

特にむし歯や歯周病が治療されて
ない状態で、がん治療が始まってし
まうと、感染などのトラブルが起き
やすくなります。がんの治療がうま
くいっても、肺炎で入院が長引いた
り、亡くなる場合もあります。

手術の前に歯科医院で口腔ケア
（口のクリーニング）を受けること
で口の中の細菌を減らし肺炎を予
防する効果が認められています

肺炎やその他のトラブル
訪問歯科診療について
くわしくは中をご覧く
ださい

安全ながん治療のため、口腔ケア
と応急的な歯科治療をしておくと、合
併症が減り、治療効果が上がります。
手術の際の全身麻酔時の気管内挿管
で歯が折れたり抜けたりしないよう、
歯を守る準備ができます。
口の中には多数の細菌が棲んでい

ます。手術・放射線・化学療法で体の
抵抗力が低下すると、口の中の細菌が
傷口に感染したり肺炎を引き起こすこ
とがあります。専門的な口腔管理・ケ
アを受けることで、これらの合併症の
危険性を軽減できます。

周術期の口腔管理については、治療
の内容やお体の状態で管理の内容が
様々です。
詳しくは、かかりつけの医師、かか

りつけの歯科医師にご相談ください。

が ん 手 術 や
放 射 線 療 法
化 学 療 法 を
受けられる方へ

がん治療の開始前に歯科を受診して
口腔ケアや歯科治療をしておくことを
お勧めします。
ぜひ手に取ってお読みください

お口の
粘膜の感染

口腔粘膜炎
（口内炎）

歯肉から
血が出る
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手術にともなうトラブルと口腔ケア

誤嚥性肺炎（ごえんせいはいえん）

周術期口腔機能管理

抗がん剤治療にともなうトラブル

放射線治療後におきるトラブル

口の周囲に放射線治療を
行う時のトラブル

お薬によるあごの骨の壊死予防

歯や口のメインテナンス

口腔粘膜炎
（口内炎）

口腔乾燥

訪問歯科診療を受けることができます

がんの治療がうまくいっても、肺
炎で入院が長引いたり、亡くなる場
合もあります。特に口やノド、食道
の手術では口腔ケアは傷口の感染予
防などの効果があります。その他の
がんの手術でも、さまざまな理由か
ら、肺炎の危険性が高く
なるため、手術前後（周
術期）の専門的口腔ケア
はとても大切になりま
す。

口の中の細菌が唾液に混じり、睡
眠中や気がつかないうちに肺に入っ
て起きる肺炎で、特に飲み込む機能
が低下した高齢者に多い上に、微熱
など特徴がわかりにくく、発見が遅
れることもある肺炎です。

口の中を清潔に保っている人でも、
レントゲン検査をすると、歯の根や
顎の骨の中に感染の原因となる病巣
が隠れていることがしばしばありま
す。口の中に何も自覚症状がない人、
定期的に歯科で健診を受けている人
も「周術期口腔機能管理」が必要です。
また、口腔内に感染源が存在した場
合、治療に時間を要するため、担当
医師の紹介の下に、できるだけ早期
に歯科受診をしましょう。

抗がん剤が口の粘膜の細胞に影響し
て、様々なトラブルが起こります。

抗がん剤が口の粘膜の細胞に影響し
て起きる炎症。口内炎のように痛みを
伴う炎症が、舌や唇、頬の内側にたく
さんできて、食事をとったり、飲み込
みにくくなります。

抗がん剤の治療後に唾液の量が減っ
て、口の中が乾燥し、ヒリヒリしたよ
うな感じやしゃべりづらい、飲み込み
にくい、入れ歯が痛い、むし歯ができ
やすい、といった症状が現れます。

味をつかさどる組織が影響を受け、
食べ物や飲み物の味が分かりづらくな
り、食事がおいしく感じられなくなる
ことがあります。大切なことは口腔ケ
アを行って、口の中を清潔にして保湿
をすることです。口腔ケアはこれらの
症状の予防や軽くする効果があると言
われています。アルコールを含んだう
がい薬はしみたり、余計に乾燥するの
で注意が必要です。

口の周囲やノドのがんで放射線治療
を行うと、口の中にさまざまな副作用
（為害作用／口腔粘膜炎や歯や歯肉の
感染、味覚障害など）が現れます。ト
ラブルがひどくなると、とても辛くな
り、放射線治療を続けられず中断し、
治療の効果も弱まってしまいます。口
腔ケアはすべての副作用を抑えること
は困難ですが、いくぶんか症状を軽く
することができます。

え し

え し

口腔乾燥や骨や粘膜の壊死、むし歯
が多発します。

放射線やある種の薬剤（ビスフォス
フォネート製剤・分子標的薬の一部）
を使用するとあごの骨の壊死を生じる
ことがあります。適切な口腔ケアを行
うことによりあごの骨の感染や壊死を
予防します。がんの治療でそのように
副作用があるお薬を使うときには事前
に歯科医院で治療を済ませておくこと
を強くおすすめします。

よく噛んでおいしく食事するとい
うことは健康につながります。がん
の治療が終わってからも定期的にか
かりつけ歯科医院で歯や口のチェッ
ク、クリーニングなど継続的な口の
健康管理を行いましょう。

ご高齢の方、からだの状態が悪く、
通院が困難な場合にはご自宅や病院、
施設などで訪問歯科診療を受けるこ
とができます。
入れ歯の調整や修理や作製、歯科

治療や口腔ケアなどが受けられます。
お気軽に長崎県歯科医師会にご相

談ください。

味覚障害

（小学校低学年向け「フッ化物洗口啓発媒体」下敷き）平成２３年度作成

（保育所・幼稚園の保護者向け「むし歯予防のためにフッ化物洗口をしてみませんか」リーフレット）
平成２４年度作成
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